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１
０
０
年
企
業
が
目
指
す
次
の
１
０
０
年

１
０
０
年
企
業
が
目
指
す
次
の
１
０
０
年

　

二
月
十
八
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
・

埼
玉
北
部
支
部
合
同
例
会
」を
開
催
。

本
合
同
例
会
は
年
に
一
度
の
恒
例
行

事
と
し
て
、
回
を
重
ね
る
こ
と
十
四

回
目
。「
一
〇
〇
年
企
業
が
目
指
す

次
の
一
〇
〇
年
～
四
代
目
社
長
の
社

員
（
幹
部
）
育
成
術
～
」
と
題
し
て
、

各
種
軸
受
・
自
動
車
関
連
部
品
の
製

造
お
よ
び
販
売
を
手
掛
け
る
三
矢
精

工
㈱
、
代
表
取
締
役
・
高
橋
尚
樹
氏

（
埼
玉
北
部
支
部
）
が
自
身
の
経
営

体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
、
父
（
二
代
目
社
長
）

の
他
界
を
キ
ッ
カ
ケ
と
す
る
入
社
経

緯
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
当
時
の
同

社
に
つ
い
て
「
銀
行
か
ら
は
三
行
半

を
言
い
渡
さ
れ
、
社
内
も
酷
い
状
況

だ
っ
た
」
と
説
明
。
そ
の
後
、
三
代

目
社
長
に
就
任
し
、
超
ワ
ン
マ
ン
経

営
者
だ
っ
た
母
と
は
「
怒
鳴
り
合
い

の
ケ
ン
カ
が
絶
え
な
か
っ
た
」
と
言

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
経
緯
か

ら
「
目
立
つ
こ
と
を
避
け
、
言
わ
れ

た
こ
と
し
か
し
な
い
、
考
え
て
行
動

し
な
い
人
材
ば
か
り
に
な
っ
て
い

た
」
と
当
時
の
社
員
の
様
子
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

自
身
が
四
代
目
社
長
に
就
任
後

は
、
将
来
を
見
据
え
た
社
員
育
成
に

注
力
。
同
社
で
働
く
上
で
の
マ
イ
ン

ド
や
基
本
事
項
を
示
し
た
“
製
造
五

訓
”
の
作
成
・
浸
透
を
は
じ
め
、
経

営
理
念
・
方
針
に
基
づ
く
各
部
署
で

の
目
標
設
定
と
、
そ
の
実
行
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
経
営
実
践
を
紹
介
し
ま

し
た
。
特
に
社

員
育
成
で
意
識

し
た
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
は

「
自
発
性
と
自

覚
の
醸
成
。
自

分
た
ち
で
会
社

を
良
く
す
る
と

い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
大
切
に

し
た
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後

は
「
社
長
も
社

員
と
共
に
育

つ
（
共
育
）
企

業
と
は
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を

実
施
。
そ
の
後
の
懇
親
会
を
含
め

て
、
支
部
・
県
の
垣
根
を
超
え
た
活

発
な
意
見
交
換
や
交
流
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
社
員
教
育
や
経
営
計
画
な
ど
、
や

り
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て

実
感
」「
一
人
ひ
と
り
の
社
員
と
向

き
合
う
経
営
者
の
姿
勢
が
大
事
」「
学

び
や
気
づ
き
の
多
い
合
同
例
会
を
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

伊
勢
崎
支
部
・
埼
玉
北
部
支
部
合
同
例
会
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同
友
会
と
経
営
、不
離
一
体
の
歩
み

同
友
会
と
経
営
、不
離
一
体
の
歩
み

桐
生
支
部
２
月
例
会
︵
青
年
部
合
同
︶

　

二
月
二
十
一
日
（
金
）、
桐
生
商

工
会
議
所
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
二

月
例
会
（
青
年
部
合
同
）」
を
開
催
。

不
動
産
業
の
㈱
ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
、専
務
取
締
役
・
周
藤
亮
佑
氏
（
桐

生
支
部
）
が
「
同
友
会
と
経
営
、
不

離
一
体
の
歩
み
～
九
年
間
の
学
び
の

集
大
成
と
は
？
～
」
と
題
し
て
報
告

し
ま
し
た
。

　

母
（
社
長
）・
自
分
・
弟
の
会
社

組
織
で
あ
る
た
め
、
同
友
会
に
入
会

す
る
前
は
「
家
族
三
人
の
小
さ

な
世
界
し
か
な
か
っ
た
」
と
語

る
周
藤
氏
。
入
会
後
は
支
部
役

員
や
研
究
集
会
実
行
委
員
長
、

桐
生
支
部
長
な
ど
の
役
割
を
積

極
的
に
受
け
た
ほ
か
、
全
国
行

事
や
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
な

ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
気
づ

き
や
学
び
の
会
得
、
自
身
の
意

識
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
経
営
理
念
に
も
掲

げ
る
“
故
郷
（
桐
生
）”
へ
の

思
い
に
つ
い
て
も
触
れ
「
桐
生

の
街
に
明
か
り
を
灯
す
こ
と
が

地
域
に
根
差
す
不
動
産
屋
の
使

命
。
そ
の
た
め
に
全
社
一
丸
に

な
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
九
年
前
か
ら
自
身
は

成
長
し
て
い
ま
す
か
？
会
社
は
成
長

し
て
い
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
社
長
と
し

て
の
判
断
力
・
決
断
力
は
磨
か
れ
て

き
た
」「
自
分
が
変
わ
る
こ
と
で
会

社
も
変
わ
っ
て
い
く
」「
同
友
会
を
使

い
倒
す
こ
と
が
成
長
の
近
道
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
月
十
日
（
月
）、
渋
川
市
中
央

公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支
部

二
月
例
会
」
を
開
催
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る

㈱
シ
ェ
リ
ー
、
取
締
役
・
清
塚
迅
氏

（
渋
川
吾
妻
支
部
／
会
員
登
録
は
清

塚
社
長
）
が
「
自
社
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
～
い
ま
感
じ
る
後
継
者
の
心

構
え
と
は
？
～
」
と
題
し
、
自
身
の

経
営
体
験
や
事
業
承
継
に
向
け
た
率

直
な
思
い
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
、
取
締
役
に
就
任
し

た
清
塚
氏
は
、
入
社
か
ら
現
在
に
至

る
担
当
業
務
の
変
遷
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
、
好

調
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
現
状

な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
近
い
将
来
の

社
長
就
任
に
向
け
て
は
「
行
動
力
を

磨
く
」「
数
値
で
の
会
話
」「
仕
事
の

棚
卸
し
」
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳

細
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
報
告

の
最
後
に
は
、
楽
天
シ
ョ
ッ
プ
オ
ブ

ザ
イ
ヤ
ー
授
賞
式
へ
の
参
加
に
つ
い

て
触
れ
、「
上
に
は
上
が
い
る
こ
と

を
痛
感
。
一
位
の
会
社
は
な
る
べ
く

し
て
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
後
継

者
と
し
て
の
自
覚
、
挑
戦
す
る
姿
勢

に
感
動
し
た
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
の
効
果
的
な
活
用
を
学

べ
た
」「
当
社
は
課
題
山
積
な
の
で
、

し
っ
か
り
と
優
先
順
位
を
つ
け
て
実

行
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

いま感じる後継者の
心構えとは？

渋川吾妻支部２月例会

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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経
営
幹
部
か
ら
見
た

経
営
幹
部
か
ら
見
た
2525
年
の
会
社
の
軌
跡

年
の
会
社
の
軌
跡

都
市
伝
説
が
現
実
に

都
市
伝
説
が
現
実
に
!?!?

前
橋
支
部
２
月
例
会

沼
田
支
部
２
月
例
会

　

二
月
二
十
五
日
（
火
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
二
月

例
会
」
を
開
催
。
販
路
拡
大
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
㈱
壱
乃
夢
・
山
内
弘
一

氏
を
講
師
に
招
き
、「
営
業
の
本
質

を
考
え
ま
せ
ん
か
？
～
将
来
を
見
据

え
た
さ
ま
ざ
ま
な
営
業
力
強
化
～
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
山
内
氏
は
、
自
社
あ
る

い
は
自
社
商
品
の
立
ち
位
置
や
お
客

様
が
買
っ
て
く
れ
る
理
由
な
ど
、
情

報
整
理
の
重
要
性
を
指
摘
。続
け
て
、

営
業
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
配
布
資
料

に
基
づ
い
て
丁
寧
に
解
説
し
ま
し

た
。
ま
た
、
運
や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も

左
右
さ
れ
る
営
業
活
動
の
エ
ピ
ソ
ー

　

前
橋
支
部
で
は
、
二
月
十
九
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
環
境
に
関
す
る
総
合
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
の
㈱
モ
ノ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
、
執
行
役
員
・
越
知
靖
政

氏
（
同
支
部
）
が
「
経
営
幹
部
か
ら

見
た
二
十
五
年
の
会
社
の
軌
跡
～
そ

の
時
経
営
者
は
何
を
決
断
し
た
の
か

～
」
と
題
し
て
体
験
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

ド
を
紹
介
し
た
上
で
「
運
を
呼
び

込
む
行
動
」「
知
識
の
習
得
に
よ
る

傾
聴
（
聴
く
力
を
磨
く
）」
の
大
切

さ
に
つ
い
て
も
言
及
。
そ
の
他
、
自

身
の
経
験
に
基
づ
く
考
え
や
事
例
な

ど
を
多
数
紹
介
し
、
営
業
の
本
質
に

迫
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
営
業
戦
略
の
立
案
」

を
テ
ー
マ
に
参
加
企
業
の
営
業
戦
略

を
各
グ
ル
ー
プ
で
検
討
。「
異
業
種

に
よ
る
違
う
角
度
か
ら
の
提
案
に
目

か
ら
鱗
」「
あ
ら
た
め
て
自
社
の
強

み
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

「
若
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
営
業
戦

略
を
組
み
立
て
る
必
要
性
を
感
じ

た
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
に
続
き
、
ナ
カ
ダ
イ
グ

ル
ー
プ
の
概
要
と
「
事
業
の
変
化
=

経
営
者
の
決
断
の
履
歴
」
を
時
系
列

で
紹
介
し
た
越
知
氏
。
自
身
が
幹
部

に
な
る
前
か
ら
、
業
務
内
・
外
で
現

社
長
と
近
い
距
離
で
過
ご
す
中
で
、

思
い
や
理
念
が
自
然
と
共
有
さ
れ
て

い
た
事
を
振
り
返
り
ま
し
た
。ま
た
、

九
州
電
力
㈱
と
共
同
で
立
ち
上
げ
た

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州
㈱
」

の
循
環
経
済
を
目
指
す
事
業
概
要
と

営業の本質を
考えませんか？

高崎支部２月例会

今
後
の
展
望
も
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

幹
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
、
業
種

や
企
業
規
模
の
違
い
、世
代
に
よ
る
捉

え
方
の
違
い
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
で
は
、
二
月
二
十
七
日

（
木
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

い
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、

諸
外
国
の
経
済
状
況
や
政
策
を
紹
介

し
、
日
本
経
済
に
も
波
及
す
る
可
能

性
を
示
唆
し
ま
し
た
。
報
告
の
最
後

に
、
よ
り
良
い
経
営
環
境
を
つ
く
る

に
は
「
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
何
の
た
め

に
、
自
分
だ
っ
た
ら
を
考
え
る
事
が

必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
物
事

の
本
質
を
捉
え
る
に
は
、
そ
の
裏
側

の
仕
組
み
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」「
言
葉
の
解
釈
が
一
人
一
人
違

う
事
を
実
感
し
た
。
言
葉
の
定
義
が

大
切
」「
真
実
を
見
極
め
る
力
が
経

営
者
に
は
必
要
」
な
ど
の
感
想
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

に
支
部
例
会
を
開
催
。「
都
市
伝
説

が
現
実
に
!?
～
政
治
経
済
の
環
境
を

俯
瞰
し
て
み
る
～
」
と
題
し
て
、
㈲

月
夜
野
き
の
こ
園
、
代
表
取
締
役
・

金
子
崇
範
氏
（
同
支
部
長
）
が
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

金
子
氏
は
「
そ
も
そ
も
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
メ
デ
ィ
ア
の
成
り
立
ち
を

掘
り
下
げ
る
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
不

自
然
な
情
報
統
制
や
価
値
観
の
刷
り

込
み
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
情
報
の
食
い
違
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軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
二
月
二
十

八
日
（
金
）、
富
岡
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
（
富
岡
公
民
館
）
を
会
場
に
支

部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
ピ
ー
ス

フ
ル
群
馬
の
挑
戦
～
ひ
と
×
ヒ
ト
の

化
学
変
化
～
」
と
題
し
て
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
運
営
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
ス
フ
ル
群
馬
、
代

表
・
茂
木
理
恵
氏
、
関
矢
美
穂
氏
（
同

支
部
／
会
員
登
録
は
茂
木
氏
）
の
二

名
が
体
験
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
に
続
き
、

事
業
所
の
設
立
に
至
る
経
緯
か
ら
、

お
弁
当
や
総
菜
づ
く
り
、
畑
仕
事
、

配
達
な
ど
を
行
う
活
動
内
容
に
加
え

て
、
一
年
が
経
過
す
る
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
週

一
回
の
利
用
か
ら
可
能
」
と
い
っ
た

特
徴
を
上
げ
る
一
方
で
、
満
足
度
は

高
い
が
利
用
者
が
少
な
く
経
営
難
の

状
態
と
課
題
も
報
告
し
、
お
弁
当
の

注
文
や
利
用
者
の
紹
介
な
ど
の
協
力

を
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
会
員

の
活
動
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
」「
人
と
の
つ
な
が
り

が
大
切
。
そ
れ
が
同
友
会
の
強
み
で

も
あ
る
」「
困
っ
た
と
き
に
、
困
っ
た

と
言
え
る
組
織
に
し
て
い
き
た
い
」

ピ
ー
ス
フ
ル
群
馬
の
挑
戦

ピ
ー
ス
フ
ル
群
馬
の
挑
戦

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
最
強
活
用
術

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
最
強
活
用
術

富
岡
安
中
支
部
２
月
例
会

太
田
支
部
２
月
例
会

　

太
田
支
部
で
は
、
二
月
二
十
一
日

（
金
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
。「
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
最
強
活
用
術
～
あ
な
た
専

セ
ル
フ
ァ
イ
ル
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

で
の
活
用
な
ど
、
Ａ
Ｉ
を
秘
書
や
コ

ン
サ
ル
に
見
立
て
る
こ
と
で
、
圧
倒

的
に
実
務
が
効
率
化
さ
れ
て
い
る
様

子
に
参
加
者
は
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
便
利

な
時
代
に
な
っ
た
が
、
つ
い
て
い
く

の
も
大
変
」「
質
問
の
仕
方
や
具
体

例
の
紹
介
は
勉
強
に
な
っ
た
。
活
用

の
幅
が
拡
が
り
そ
う
」「
人
材
不
足

に
悩
む
中
小
企
業
こ
そ
上
手
く
活
用

し
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
多
く
、
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
前
向
き
な
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

び
組
立
を
行
う
㈱
栄
工
業
、
代
表
取

締
役
・
宇
田
裕
紀
氏
（
同
支
部
）
が

実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

宇
田
氏
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
Ａ

Ｉ
）
を
専
門
的
に
学
ん
だ
訳
で
は
な

く
、
自
身
の
興
味
か
ら
学
び
実
務
で

実
践
す
る
中
で
得
た
「
業
務
へ
の
生

か
し
方
」
を
、
実
例
や
具
体
例
を
交

え
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
へ
の
質
問
方
法
や
回
答
の
深

堀
り
、
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
エ
ク

「
人
と
合
う
合

わ
な
い
は
あ
る

が
、
多
く
の
人

と
会
う
こ
と
で

壁
を
乗
り
越

え
る
力
に
も
な

る
」
と
い
っ
た

感
想
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

属
の
Ａ
Ｉ
秘

書
を
手
に
入

れ
よ
う
～
」

と
題
し
て
、

金
属
部
品
の

カ
チ
オ
ン
電

着
塗
装
お
よ

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【水耕栽培装置を採択】
� ㈱成電工業
　半導体や制御盤などを製造する㈱成電工業（代表取
締役・瀧澤啓氏／高崎支部所属）が提案した農福連
携によるモンゴルでの野菜工場のニーズ確認調査が、
2024年度の国際協力機構（JICA）の「中小企業・SDGs
ビジネス支援事業」に本県で唯一採択された。途上国
の課題解決と日本企業の海外展開の両立を目的にした
支援事業で、福祉の充実を図るモンゴルにおいて同社
が開発した水耕栽培装置の販路拡大を目指す。
　同社は発光ダイオード（LED）を光源とした水耕栽
培方式の野菜栽培装置を開発。室内で温度、湿度を管
理する栽培方法のため、季節や気候に関係なく安定し
て生産できる。2013年ごろから引き合いの強い福祉向
けに特化した販売を展開し、全国約20カ所の障害者就
労施設などに導入する。レタス類を中心に葉物野菜の
作業を標準化し、障害者が種まきから収穫、包装まで
を担う。
　順調な国内事業を背景に、同社は海外での展開を模
索。栽培装置は北海道など寒冷で野菜が育ちにくい
地域での利用が多い。モンゴルは寒さが厳しい上に、
JICAがモンゴル政府と障害者の就労支援事業の立案や
人材育成に携わっていて、福祉の充実に向けた同国で
商機を見いだした。� ［３／５付上毛］

【学長に高山氏】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）
は５日、岩田雅明学長の任期が３月末に満了すること
に伴い、次期学長に副学長の高山有紀氏が就任すると
発表した。４月１日に着任し、任期は４年間。
　高山氏は「地域社会の要請に対応した多様な学びを
提供し、『新しい自分を創る』大学として力強く歩んで
いく。小さいけれど、満足できる新島学園短期大学の
これからをご支援ください」とコメントした。
� ［３／６付上毛］

【優れた改修でベルカ賞】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中
支部所属）は10日、優れた改修や長期間にわたって適
切な維持保全を行った建築物に贈られる「BELCA（ベ
ルカ）賞」（ロングライフビル推進協会主催）のベスト
リフォーム部門に、同信金の前橋営業部ビル（前橋市
千代田町）が選ばれたと発表した。
　同ビルは旧前橋信用金庫本店として1964年に建設さ
れた。前橋地区の中核店舗だったが、耐震面の問題や
設備の老朽化が顕著になったことから改修工事を実施。
コワーキングスペースや住民がさまざまな活動に利用
できるホールを設置することで、地域のコミュニティー
創出につながる建物に生まれ変わった。
　同信金は「ビルがこれからも前橋の地域に根ざし、
人々の交流や文化を創出する場としていきたい」とし
ている。� ［３／ 12付上毛］

【新たな一歩　卒業式】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）

の卒業証書・学位記授与式が12日、高崎市文化会館で
開かれた。キャリアデザイン学科とコミュニティ子ど
も学科の計138人が新たな一歩を踏み出した。
　岩田雅明学長は一人一人に学位記を手渡し、「人は経
験によって学び成長する。苦しい経験も成長の機会と
捉えてプラスに変える姿勢を持ち、人生を歩んで」と
激励した。� ［３／ 13付上毛］

【県産食品　世界へＰＲ】
� 赤城フーズ㈱
� ㈱北毛久呂保
　アジア最大級の食品・飲料展示会「フーデックスジャ
パン2025」が東京都江東区の東京ビッグサイトで14日
まで開かれている。50回目の今回は世界74カ国・地域
から約３千社が出展。本県ブースは民間８社が共同出
展し、有機野菜や特産のこんにゃく加工品など自慢の
商品を国内外のバイヤーにＰＲしている。
　赤城フーズ㈱（代表取締役社長・遠山昌子氏／前橋
支部所属）、㈱北毛久呂保（代表取締役・兵藤武志氏／
沼田支部所属）が出展した（会員企業のみ抜粋）。
　展示会は食材や技術の発屈、販路開拓を目的に日本
能率協会などが1976年から毎年開催している。
� ［３／ 13付上毛］

【「学び土台に」231人門出】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／
前橋支部所属）が運営する５専門学校の合同卒業式が
14日、前橋市のベイシア文化ホール（県民会館）で開
かれ、計231人が新たな門出を迎えた。
　式辞で中島理事長は「これからの社会では自ら考え、
答えを見いだす力が求められる。学園の学びを土台に、
必要とされる人材に成長してほしい」と呼びかけた。
� ［３／ 15付上毛］

【地域活性に向け連携】
� 新島学園短期大学
　安中市は14日、新島学園短期大学（学長・岩田雅明
氏／高崎支部所属）と包括連携協定を結んだ。多分野
に精進する教員や学生と連携し、地域振興や地域活性
化を目指す。子どもや食に関するプログラムの実施な
ど具体的な内容は今後話し合う。
　協定書には①地域産業や観光の振興②教育・文化の
振興、発展③人材育成―といった連携事項を盛り込ん
だ。安中市の魅力や取り組みについて学生らに情報発
信してもらうことも想定する。
　同短大よると、自治体との包括連携協定は初めて。
市が大学関係で同協定を締結するのは学校法人同志社
につづいて２例目。� ［３／ 15付上毛］

【会員登録変更】
　㈲中島イーディーエム、代表取締役・中島清英氏（太
田支部所属）では、この度、「専務取締役・中島純貴氏」
に会員登録を変更しました。

【住所変更】
　㈲橋田機設、代表取締役・橋田康宏氏（太田支部所属）
は、この度、下記の通り住所変更しました。
〒370-0314　太田市新田市野井町2021-7
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新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

３月度常任理事会承認

高
崎
支
部

富
岡
安
中
支
部

〒370-0035　高崎市柴崎町1642-2

〒370-2316　富岡市富岡837-1

　地域に支えられ家族経営農家として高
崎市で38年。2022年には農家レストラン
「nofu」を開業致しました。他業種の方 と々
ふれあいを楽しみに学んで行きたいと思い
ます。よろしくお願い致します。

　病院の事務管理職として人事・総務・職員教育
やクレームを担当して25年、65歳を過ぎ昨年４月
にキャリアコンサルタントとして独立しました。ハラ
スメントなどが起きにくい、働きやすい職場づくり
を本気で目指していらっしゃる企業様の支援がで
きればと思っています。よろしくお願い致します。

ＴＥＬ：027－335－8207

ＴＥＬ：090－2305－0412
FAX：0274－64－5282

農産物の生産、委託販売、小売業、飲食業など

働きやすさ、働きがい、職場作り支援、研修＋キャリア面談

【紹介者／石井安美】

【紹介者／事務局】

ゴルフ

柴崎農園

Being働き方Doing

小　林　郁　子
S54年生

代　表
大　石　　　尚

S33年生

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

　

Ｄ
Ｏ
Ｒ
（
同
友
会
景
況
調
査
）
の

概
要
説
明
と
調
査
協
力
依
頼
が
総
務

会
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
第
五
十
三
回
定
時
総
会
の
概
要

確
認

　

四
月
二
十
五
日
（
金
）
開
催
予
定

の
、
第
五
十
三
回
定
時
総
会
の
概
要

が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
月
末

に
講
師
（
浜
野
製
作
所
・
浜
野
氏
）

の
会
社
を
総
務
会
メ
ン
バ
ー
で
訪
問

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
新
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
・
重
点

方
針
案
・
部
門
方
針
案
の
決
定
に
つ

い
て

　

前
回
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
再

検
討
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
方
針

案
が
総
務
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
こ
れ

を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
部
門
方

針
案
に
つ
い
て
は
各
組
織
担
当
者
か

ら
説
明
・
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承

認
し
ま
し
た
。

日
時　

三
月
四
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
吉

池
、
理
事
／
小
板
橋
、
山
崎
、
提
箸
、

石
原
、
小
林
、
小
柴
、
佐
藤
、
渡
辺
、

小
池
、
本
多
、
周
藤
、
神
保
、
佐
藤
、

齋
藤
、
中
西
、
関
口
、
事
務
局
／
阿

久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
十
九
名
）

【
議　

事
】

　

吉
池
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
一
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

３
．
今
年
度
活
動
報
告
案
の
決
定

　

二
〇
二
四
年
度
の
活
動
報
告
案
が

総
務
会
・
各
組
織
担
当
者
か
ら
提
案

さ
れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

４
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
二

名
、
退
会
者
一
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

時
間
と
天
候
を
考
慮
し
、
今
回
は

意
見
交
換
を
割
愛
し
ま
し
た
。

２
．
第
十
二
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
定
例
日
の
翌
週
に

変
更
し
、
左
記
の
通
り
開
催
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
杉
﨑
副
代

表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

■
日
時
／
四
月
八
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

第11回


